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令和 6年 9月 12日発行 

広瀬中学校だより 第 5号 

文責：吉田 茂延 

8月 28日（水）に 2学期をスタートしました。今学期もよろしくお願いします。 

始まってすぐの 8月 30日（金）には、台風の影響で授業を 3時間で切り上げ、下校する

という判断をしました。ご存知のとおり、本校はバスで通学をする生徒も多数いるのですが、

昼のバスに乗るためには、バスセンターまで歩いて移動する必要があります。当日は風雨が

強くなることが心配であるということで、地域振興課の担当の皆さんにご配慮いただき、学校

からバスセンターまでバスを用意していただきました。さらに、東比田まで送っていただく便

も用意していただくなど、特別な対応をしていただきました。安来市をあげて、子供たちを大

事にしていただいていることに大変感謝するとともに、学校としても、子供たちを責任もって大

事に育てていかなければならないとあらためて強く思ったところです。 

この度お世話になった地域振興課をはじめバスの関係者の皆さん、本当にありがとうござ

いました。 

安来市少年の主張大会に、本校から 2 名の代表生徒が参加しました。市の大会というこ

とで緊張感があったと思いますが、二人とも堂々と自分の意見を述べていました。今回は二

人の主張の一部を抜粋して紹介します。 

なお、足立さんは優良賞、遠藤さんは優秀賞を受賞しています。 

 安来市少年の主張大会 

真剣に向き合って生きていく 

                   安来市立広瀬中学校 一年 足立 彩月 

「言った人は何とも思っていないかもしれない。」「友達関係や雰囲気を壊したくない。」と

言われた人は笑って傷ついてないふりをします。言葉は怖いです。どの言葉がどの人の心に

刺さるかわからない。その人の気持ちはその人にしかわからない。だから、言葉を発すると

き、私はいつも悩みます。考えれば考えるほど、うまくしゃべれなくなります。 

「答えは？ 」 

私はこの問題に答えはないと思います。人と人が関わっていくかぎりないと思います。そ

れでも、答えを探し、考え、解決していこうと思います。みんなでそうしていきたいと思いま

す。私だけでなく、みんなで言葉の重みを感じ、大切にして生活していきたいと思います。 

私のクラスは、とても仲がよいと思います。クラスの目標は「心を一つに 一致団結」で

す。みんなで協力しようというメッセージがこめられている目標をたてました。まだ、完璧と

は言えません。だからこそ、クラス全員で助け合って、よりよいクラスにしたいです。 

私は悩んでいるとき、考えていることをお母さんに相談しました。お母さんは「さっちゃん

らしくていいんじゃない。」と言ってくれました。私は、「どういうこと？ 」と聞き返しました。

そうするとお母さんは「『さっちゃんらしいはさっちゃんらしい』だよ。何事にも一生懸命。そ

れでいいんだよ。」と言いました。私は、とても安心しました。そして気づきました。○○ら

しい、○○っぽいにはよい意味があることを。私は、私らしさを大切にします。だから、人を

傷つける言葉は使わない。友達にも伝えたい。 

私は、言葉と真剣に、周囲の人と真剣に、自分と真剣に向き合って生きていきたいです。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13日（金）の体育祭に向け、リハーサルを行いました。本番の生徒たちの姿、ぜひ来校

いただきご覧ください。体育祭当日の様子はホームページ等であらためて紹介します。 

                   1日(火)・2日(水) 安来市新人戦※予備日 3日 

3日(木)～ 音楽会強調週間  4日(金) テスト前クリーンデー、～10日(木) テスト前部活動休止 

6日(火) 合唱学年リハーサル  9日(水)・10日(木) 中間テスト  10日(木) 専門部会 

11日(金) 1-2藍染体験、2年いのちの学習   15日(火) 合唱縦割りリハーサル 

16日(水) 数チャレンジテスト、1年性教育講演会  17日(木) 連合音楽会  

18日(金) 校内音楽会   22日(火) 2年少林寺拳法  24日(木) 情報科学高校学校訪問   

25日(金) 県教研安来大会   29日(火) 1年少林寺拳法   31日(木) 3年平和学習 

ふるさとの誇りを胸に 

安来市立広瀬中学校 二年 遠藤愛月 

私は、広瀬の市立病院のボランティア活動に参加しました。小学生からお年寄りの方まで、

幅広い年齢の人が参加していました。地元テレビ局のインタビューに答えていたみなさんは、

「広瀬の町をきれいにしたい」「育った町を大切にしたい」という思いをもっていらっしゃいま

した。私は、ひまわりの種を植える担当になりました。植えていくうちに、ひまわりの種と肥

料が少なくなった私に、隣で作業していたおばあさんが、 

「そっちの種、少なくなってきたねえ、こっちはまだあるから半分あげるわ。」 

と種を分けてくださいました。このとき、私は、はたと気がつきました。おばあさんは隣にい

た私がきっと困るだろうと察して声をかけてくださったのです。それは、おそらく、おばあさ

んにとっては、何気ない普通のことで、何も特別なことではなかったと思います 

「ありがとうございます。」 

と、種を受け取りながら、私は、もちろん嬉しかったし、何だかほっこりとした気持ちにもな

ったのです。広瀬は、こういうことがあたりまえで、みんなに共通するものだと考えました。

これって、広瀬の良さだなと。 

 先生が言われた「地域のために、自分ができることを考えてみる」というのは、以前の私

は、どこか他人事で、考えつくのは難しいと感じていました。でも、このボランティア活動に

参加してみたら、意外と私にもできることがあるのではないかなと考え始めました。それは、

こういう地域のイベントに参加することだけでも、地域貢献と言えるのではないか、人と人と

の輪が広がれば、広瀬の町も、もっと活気づくのではないか、ということです。 

 豊かな自然、そこの魅力を発信する人たち、あたり前にある人と人とのあたたかいつなが

り、これらは、私のふるさとの誇りです。この誇りを胸に生きていくことが、今の私にできるこ

と、そう思いました。 

 体育祭リハーサル 


